吉 はそんな こと、 は 知らなかった。 

秀吉が 最も 怖れた 人物 は 言 ふまで もな く家康 だ。 そ 

の 貫禄 は 天下 万人の 認める ところ、 天下 万人 以上に 秀 

吉 自身が 認めて ゐ たが、 その 次に 黒 田 如 水 を 怖れて ゐ 

た。 黒 田の カザ 頭 (如 水の 頭 一 面に 白雲の やうな 頑疾 

があった) は 気が 許せぬ と 秀吉は 日頃 放言した が、 あ 

の チン バ奴 (如 水 は 片足 も 悪かった) 何 を 企む か 油断 

のなら ぬ 奴 だと 思 つて ゐる。 

如 水 は ひどく 義理堅くて、 主に 対して は忠、 臣節の 

ために は 強いて 死地に 赴く やうな こと を やる。 カザ 頭 

ピッコに なった の も そのせ ゐで、 彼が まだ 小 寺 政 職と 



いふ 中国の 小 豪族の 家老のと き、 小 寺 氏 は 織 田と 毛 利 

の 両雄に はさまれて 去就に 迷って ゐた。 そのと き 逸 早 

く 信 長の 天下 を 見抜いた のが 官兵衛 (如 水) で、 小 寺 

家の 大勢 は 毛 利に 就く こと を 自然と して ゐ たが、 官兵 

衛は 主人 を 説いて 屈服させる。 即座に 自ら は 岐阜に 赴 

き、 木 下 藤 吉郎を 通して 信 長に 謁見、 中国 征伐 を 要請 

して、 小 寺 家が その 先鋒 たるべし と 買って でた。 この 

とき 官兵衛 は 二十 を 越して 幾つで もない 若さであった 

が、 一生の 浮沈 を この 日に 賭け、 いは y 有 金 全部 を 信 

長に かけて 賭博 を はった。 持って 生れた 雄弁で、 中国 

の 情勢、 地理 風俗にまで わたって 数万 言、 信 長の 大軍 



へる の は 落第生で、 自信の 崩れる ところから 新ら たに 

生 ひ 立ち 独自の 針路 を 築く 者が 優等生。 官兵衛 も 足 も 

とが 崩れて きたから 驚いた が、 独特の 方法に よって 難 

関に 対処した。 

官兵衛 に はま だ 父親が 健在であった。 そこで 一族 郎 

党 を 父に つけて、 之 を秀吉 の陣に 送り 約 を まもる。 自 

分 は 単身 小 寺の 城へ 登城して、 強いて 臣節 を 全うした。 

殺される かも 知れぬ。 それ を 覚悟で、 敢て 主人の 城へ 

また 

戻った。 いは、 V 之 も 亦 一身 を はった 賭博で あるが、 

かゝる 賭博 は 野心 児の 特権で あり、 又、 生命 だ。 そし 

て 賭博の 勝者 だけが、 人生の 勝者に もなる。 



官兵衛 は 単身 主家の 籠城に 加入して 臣節 をつ くした。 

世 は 青年の 夢の 如くに 甘々 と 廻転して くれぬ から、 此 

奴 裏切り者 であると 土牢の 中に こめられる。 一 刀 両断 

を 免 がれた のが 彼の 開運の 元であった。 この 開運 は 一 

命 を はって 得た もの、 生命 を はる 時 ほど 美しい 人の 姿 

はない。 当然 天の 恩寵 を受く ベく して 受けた けれども、 

悲しい 哉、 この 賭博 美 を 再び 敢て 行 ふ y J とが 無 か つ た 

の だ。 こ、 に 彼の 悲劇が あった。 

この 暗黒の 入牢 中に カザ 頭に なり、 ピッコに なった。 

滑稽なる 姿 を 終生 負 はねば ならなかった が、 又、 雄渾 

なる 記念碑 を 負 ふ 栄光 を もった の だ。 かう いふ 義理堅 



目 一面の 湖水、 毛 利の 追撃 を 不可能に して 出発した。 

人 は 後悔す る もの だ。 然して、 特に、 去る 者の 姿 を 見 

ると 逃した こと を悔 ゆる 心が 騒ぎ だす。 

官兵衛 は 堤 を 切り、 満目の 湖 を 見て ふりむいた。 そ 

れ から 馬 を 急がせて 秀吉の 馬に 追 ひっき、 さ、 やいた。 

毛 利の 人質 を 返して やりなさい。 なぜ？ 官兵 衛はド 

ングリ 眼 を ギロリ とむ いて 秀吉を 見つめて ゐる。 なぜ 

だ！ 秀吉は 癇癩を 起して 怒鳴った が、 官兵衛 は 知ら 

ぬ 顔の 官兵衛 で、 ハイ、 ドウ/ \、 馬 を 走らせて ゐる 

ばかり。 もとより 秀吉は 万人の 心理 を 見ぬ く 天才 だ。 

逃げる 者の 姿 を 見れば 人 は 追 ふ。 光秀と 苦戦 を すれば、 



まんどころ 

執拗 だ。 悴の長 政が 人質の 時、 政所の 愛顧 を 蒙った、 

石 田 三 成が 淀 君 党で、 之に 対する 政所 派と いふ 大名が 

あり、 長 政な ど は 政所 派の 重鎮、 さう いふ 深い 縁が あ 

るから、 政所の 手 を 通して 執念深く 願 ひで る。 執念の 

根比べで は 如 水に 勝つ 者 はめった にゐ ない。 秀吉も 折 

れて、 四十 そこくの 若さな の だから、 隠居して 楽 を 

する つもりなら 許して やらぬ、 返事 はどう ぢゃ。 申す 

まで も ありませ ぬ。 私が 隠居 致します の は 子 を 思 ふ 一 

念からで、 隠居して 身軽に なれば 日夜 伺候し、 益々 御 

奉公の 考 へです。 厭になる ほど 律義で あるから、 秀吉 

も 苦笑して、 その 言葉 を 忘れるな、 よし、 許して やる _ 



石 清水 八幡宮の 修験者の 娘、 西 郷局は 戸塚 某の 女房で 

一男 一女の 子持ちの 女、 その他 神 尾 某の 子持ちの 後家 

だの、 甲 州 武士 三 井 某の 女房 (之 も 子持ち) だの、 阿 

松の 方が た ^ 一 人武田 信玄の 一 族で、 之 だけ は 素性が 

よかった。 妾の 半数が 子持ちの 後家で、 家康は 素性な 

ど 眼中にない。 ジ ユリ ャ おた あとい ふ 朝鮮人の 侍女に 

キリシタン 

も 惚れた が、 之 は 切支丹で 妾に ならぬ から、 島流しに 

した。 伊豆 大島、 波 浮の 近くの オタ イネ 明 神と いふの 

が この 侍女の 碑で あると 云 ふ。 徹底した 実質 主義者で、 

夢想 児の 甘 さが 微塵 もな い 人であった。 

秀吉は 夢想家の 甘 さが あつたが、 事に 処 して は 唐突 



に 一 大 飛躍、 家康 のお 株 を 奪 ふ 地味な 実質 策 をと る。 

家康 は小牧 山の 合戦に 勝った、 とたんに 秀吉は 織 田 信 

雄と 単独 和 を 結んで 家康を 孤立 させ、 結果と して、 秀 

吉が 一 足 天下 統一 に 近づいて ゐる。 降参して 実利 を 占 

めた。 

和談の 席で、 秀吉は 主人の 息子に 背かれ 疑ら れ 攻め 

られて 戦 はねば ならぬ 苦衷 を訴 へて、 手放しで ヮ 

ァ くと 泣いた。 長い 戦乱の ために 人民 は 塗炭の 苦に 

喘いで ゐる。 私闘 はいかぬ。 一 日 も 早く 天下の 戦乱 を 

まう * た 

根絶して 平和な 日本に しなければ ならぬ。 秀吉 は滂沱 

たる 涙の 中で 狂 ふが 如くに 叫んだ とい ふが、 肚の 中で 



ふてくされて ゐた 家康も 悟る ところがあった。 秀吉 

は 時代の 寵児で ある。 天の 時には、 我 を 通しても 始ら 

ぬ。 だまされて、 殺されても、 落 目の 命なら いらない _ 

覚悟 をき めて 上洛した。 

家康は 天の 時 を 知る 人 だ。 然し 妥協の 人で はない。 

この 人ぐ らゐ 図太い 肚、 命 をす て、 乗り だしてく る 人 

はすくない、 彼 は 人生 三十 一、 武田 信玄に 三方 ケ 原で 

大敗 北 を 喫した。 当時の 徳川氏 は微々 たる もの、 海^ 

随一 の 称 を 得た 甲 州の 大軍を まともに 受けて 勝つ 自信 

は 鼻柱の 強い 三 河 武士に も 全くない。 家康の 好戦的な 

家臣 達に 唯一 人の 主戦論 者 もなかつ たの だ。 たった 一 



人の 主戦論 者が 家康 であった。 

彼 は 信 長の 同盟 者 だ。 然し、 同盟、 必ずしも 忠実に 

守るべき 道義 性の なかった のが 当時の 例で、 弱肉強食、 

一 々が 必死 を 賭けた 保身 だから、 同盟 も その 裏切り も 

慾得づ くと 命が けで、 生き延びた 者が 勝者で ある。 信 

玄の目 当の 敵 は 信 長で 家康 ではなかった から、 負ける 

とき まった 戦争 を 敢て戦 ふ 必要はなかった の だが、 家 

康た y 一 人 群臣 を しりぞけて 主戦論 を 主張、 断行した。 

彼 もこのと き 賭博 者 だ。 信 長との 同盟に 忠実だった わ 

けで はない。 極めて 少数の 天才 達に は 最後の 勝負が 彼 

らの 不断の 人生で ある。 そこで は、 理智の 計算 を はな 



急 を 見る と、 家 康が血 刀 ふり かぶり 助ける ために 一 散 

に K けた。 夏 目次 郎左衛 門が 之 を 見て 眼 血走り 歯が み 

をした。 大将が 雑兵 を 助けて どうな さる、 目に 涙 をた 

め、 家康の 馬の 轡 を 浜 松の 方に グイと 向けて、 槍の柄 

で 力一杯 馬の 尻 を 殴りつ け、 追 ひせ まる 敵 を 突き落し 

て 討死 をと げた。 

逃げる 家康は 総勢 五騎 であった。 敵が 後に せまる た 

びに、 自ら 馬上に ふりむいて、 弓に よって 打ち落した _ 

顔 も 鎧 も 血で 真ッ 赤、 やう やく 浜 松の 城に 迪 りつき、 

門 をし めるな、 開け放し ておけ、 庭 中に 篝を たけ、 言 

ひすて ゝ 奥の間に 入り、 久 野と いふ 女房に 給仕 を させ 



て 家 康を徳 としたが、 秀吉を 怒らせて 一 服 もられて は 

話に ならぬ。 まだ 先に 楽しみの ある 人生 だから、 家康 

は 頭 を 畳に すりつける ぐら ゐ、 屁と も 思って ゐ なかつ 

た。 

秀吉は 別室で 家 康の手 をと リ、 おしいただいて、 家 

康殿、 何事 も 天下の 為ぢ や。 よく ぞ やって 下された。 

一生 恩に きます ぞ、 と、 感極まって 泣き だしてし まつ 

たが、 家康は その 手 をお しいた y いて 畳に おかせて、 

殿下、 御 もったい もない、 家康は 殿下の ため 犬馬の労 

を惜む 者で ございませぬ。 ホロ リ ともせず かう 言った _ 

アツ ハツ ハ。 たうとう 三 河の 古狸め を 退治て やった、 



しがき かないの である。 ごらんなさい。 関 八州 は 私の 

掌中に あるが、 小 田 原 平定 後 は 之 を そっくり あなたに 

進ぜよう。 ところで、 あなた は 小 田 原 を 居城と なさる 

つもり かな。 左様、 まづ、 その 考 へです。 いや/ \ と 

秀吉は 制して、 山を控 へた 小 田 原の 地 はも はや 時世の 

城で はない。 二十 里 東方に 江戸と いふ 城下が ある。 海 

と 河川 を控 へ、 広大な 沃野の 中央に 位して 物資と 交通 

の 要地 だから、 こ、 に 居られる 方が よい、 と教 へて く 

れた。 さう です か。 万事お 言葉の 通りに 致し ませう、 

と 答へ たが、 今 は 秀吉の 御意の ま、、 言 ひなり 放題に 

振舞 ふ 時と 考 へて、 家康 はこ だはらぬ。 秀吉の 好機 嫌 



ぶ 人馬の 往来 絶える ことなく、 商人 は 雲集して、 小屋 

がけし、 巿を たて、 海運 も 亦 日に日に 何百 何千 艘、 物 

資の 豊富な こと、 諸国の 名物 は みんな 集る、 見世物が 

かゝ る、 遊女 屋が 八方に 立ち、 絹布 を 売る 店、 舶来の 

品々 を 売る 店、 戦争 に 無縁 の 品が 羽が 生えて 売れて 行 

く。 大名 達 は 豪華な 居 館 をつ くって 書院、 数寄屋、 庭 

に 草花 を植 ゑ、 招いたり 招かれたり、 宴会つ V き だ。 

この 陣中の 徒然に、 如 水が 茶の湯 を やり はじめた。 

ところが 如 水と いふ 人 は 気骨に まかせて 茶の湯 を 嘲笑 

して ゐ たが、 元来が 洒落な 男で、 文事に もた け、 和歌 

など も 巧みな 人 だ。 彼が 茶の湯 を やりだし たの は 保身 



小 田 原 包囲 百 余日、 管絃の ざわめきの 中に も 造言の 

飛び交 ふの は ど - J の 戦場 も 変 りがない。 話題の 主 は 家 

康と信 雄で、 北条と 通謀して 夜襲 を かける、 奥州から 

は 伊達 政 宗が龃 けつけ る手箬 になって ゐ るな どゝ、 流 

言 必ずしも 根の ない ことで はない。 当の 家康の 家来 共 

が 流言の 渦に むせびながら 腕を撫 し、 い つ 夜襲の 主命 

下る か、 猿め を 退治て、 あと はこつ ちの 天下 だと 小 狸 

共の 胸算用で 憶測 最も 逞しい。 



たが はず、 信 長 保険の 利息 だけで 他意な く暮 し、 しか 

も 零細な 利息の ために 彼の 為した 辛労 は 甚大で、 信玄 

との 一戦に 一身 一国 を 賭して 戦 ふ 。螳螂の 斧、 このと 

ぎよ-つ こ-つ 

き 万 一 の 僥倖す らも 考 へられぬ 戦争で、 死屍 累々、 家 

康は 朱に そまり、 傲然 斧 を ふりあげて 竜車の 横 ッ面を 

ひっかい たが、 手の 爪 を はがした。 目先の 利かない こ 

と 夥しく、 みすみす 負ける 戦争に 命 を かけ 義を まもる 

小利 巧な 奴に 及び もっかぬ 芸当で、 時に 際し、 利害、 

打算 を 念頭に なく 一 身の 運命 を 賭ける こと を 知らない 

奴に いは ^ 『芸術的』 な 栄光 は 有り得ない。 芸術的と 

は 宇宙 的、 絶対の 世界に 於け ると いふ ことで ある。 



信 長の 横死。 天下が 俺に くる かも 知れぬ、 と考 へた 

の は 家康も 亦、 このと き だ。 けれども 天運に 恵まれず、 

まう まう て、 - 

堺に 旅行 中であった から 這々 の 体で 逃げて 帰る、 秀吉 

にして やられて、 天下 は 彼から 遠退いた。 けれども、 

織 田 信 雄と 結んで 秀吉と 戦 ふこと になって、 俄に 情熱 

は 爆発す る、 天下 を 想 ふ 亢奮 は 身のう ち をた ぎり 狂 つ 

て、 家康 時に 四十の 青春、 始めて 天下の 恋 を 知った。 

破竹の 秀吉 を小牧 山で 叩きつ けて、 戦争に 勝った が、 

外交に 負けた。 上昇 期の 秀吉 はま さに 破竹であった。 

滾々 尽きず、 善 謀 鬼 略の 打 出の 小槌に 恵まれて ゐ たの 

だ。 秀吉は アツ サリ信 雄に 降伏して 単独 和議 を 結び、 



けれども 飜 然として 目覚めた。 上洛に 応じ、 臣下の 

礼 を 以て 秀吉の 前に 平伏した が、 四十の 初恋、 このま 

ぼろし を 忘れ 得る であらう か。 けれども、 ひとたび 目 

覚めた とき、 彼の 肚裡を 測りうる 一 人の 人もゐ なかつ 

た。 

秀吉は 彼に 大納言 を 与へ、 つ、 V いて 内大臣 を 与へ る。 

時人 は 彼 を 目して 副将 軍の 如くに 認めた が、 その 貫禄 

を 与へ る ことが 彼 を 温和なら しめる 手段で あると 秀吉 

は 信じた。 雄心 未だ 勃々 たる 秀吉は 死後の 社稷の こ 

とな ど は 霞 をへ だてた 話で あつたし、 思 ひの ま、 に 廻 

り はじめた パノラマの ハンドル を ま はす 手加減に 有 頂 



けしき 

天下 無敵、 ワッハ ッハ。 すると 家康が 俄に 気色ばみ、 

居ず まひ を 正して 一 膝 のりだした。 之 は 不思議、 い 

さ、 かお 言葉が 過ぎ て ) /ざる。 殿下 は 小牧山 で 拙者に 

負けた では ござらぬ か。 余人 は 知らず、 拙者の 控える 

目の前で 日本一 の 兵法家 はやめに していた、 V きたい。 

開き直って、 かう 言った。 膝元から いきな リ 袴に 火が 

ついた と はこの こと、 秀吉 満面に 朱 を そ、 ぎ、 皺 だら 

けの 小さな 顔に 癇癩の 青筋 だらけ、 喉が つまって 声が 

出ぬ。 ブイと 立ち 荒々 しく 奥へ 消えた。 この 始末 や 如 

何に。 暫時して、 元の 陽気な 猿 面郎、 機嫌 を 直して 二 

コ ニコ 現れた のが 秀吉 で、 ィャ ハヤ、 大 失敗、 猿 公木 



に はま だ 分らぬ、 アツ ハツ ハ、 と 言った。 

小 田 原 包囲 百日、 流言な ど は どこ 吹く 風で、 ある 日 

秀吉 はたった 数人の 侍臣 を つれ、 家 康の陣 へ 遊びに 行 

つた。 井伊 直 政が にぢリ 寄って、 目の玉 を 怪しく 光ら 

せて、 家康 にさ、 やいた。 殿、 猿め を 殺す の は 今で ご 

ざる。 夢 をみ て 寝ぼけるな、 隠し芸で も 披露して 関白 

を 慰め 申せ。 家康 とりあ はぬ。 

秀吉は 腹蔵な く 酔っ払った。 梯子酒と いふ わけで、 

家康 をうな がし、 連立って 信 雄の 陣へ押 掛ける。 小 田 

原 は 箱 根の 山々 が クッキ リと、 晴れた 日 は 空気に 靄が 

少 くて、 道 はか y やき、 影 黒し、 非常に 空の 澄んだ と 



如何なる 仕置 かと 思 ひつめ てきた 二十 四の 田舎 豪傑、 

ザン ギリ 頭の 見栄な ど は 忘れ 果て、 た > く 茫然、 素 

肌に 陣羽織、 猿芝居の 猿の やうな 小男が 箱 根の 山より 

も 大きく 見えて しま ふの だった。 この 人の ためなら ば 

水火 をい と はず、 とい ふ 感動の 極に 達した。 

とはいへ 奥州 探題 を 自任す る 政宗の 威力 必ずしも 小 

ならず、 彼 を 待望せ る 北条の 失望 落胆 如何ば かり。 之 

も ひと へ に 家康の 尽力で ある。 

家康は 北条氏 勝に 使者 を さしむけて 氏 政の 陣 から 離 

脱させたり、 小 田 原 城内へ 地下道 を 掘り 之 をく、 V つて 

城内へ 侵入、 モグラ 戦術に よって 敵 城の 一角 をく づし 



る。 秀 家から 氏 房の 陣へ 使者 を 送って、 長々 の 防戦 御 

見事、 軽少ながら 籠城の 積鬱を 慰めて いた、 V きたいと 

せんたい 

云って、 南部 酒と 鮮鯛を 持たせて やった。 氏 房から は 

返礼に 江川 酒 を 送って よこし、 之 を 機会 に 交りの 手蔓 

をつ くって、 秀家氏 房 両名が 各々 の 櫓へ でゝ 言葉 を 交 

すと いふ ことに もな り、 氏 政 父子に 降伏 をす、 めて く 

れ ぬか、 武蔵、 相模、 伊豆 三国の 領有 は 認める からと 

取次が せる。 氏 房 自身に 和睦の 心が 動いて、 この 旨 を 

氏 政 父子に 取次いだ が、 三国ぐ らゐで 猿の 下風に 立つ 

など、 は 話の 外 だと 受 つけぬ。 

北条 随一 の 重臣に 松 田憲秀 とい ふ 執権が をった。 松 



れては 破滅で あるから、 左 馬 助の 寝室に 見張の 者 を 立 

ぐそく ひつ 

て、 おいた が、 左 馬 助 は 具足 櫃に身 を ひそめ、 具足 を 

本丸へ と y ける からと 称して 小姓に 担ぎ ださせ、 無事 

氏 直の 前に 立 戻る ことができた。 父兄の 陰謀 を訴 へ、 

密告 の 恩賞 に は 父兄の 命 を 助け て くれと 懇願す る、 憲 

秀新六 郎は時 を 移さず 捕 はれて、 左 馬 助の 苦衷 憐 むべ 

しとい ふので、 首 を はねず、 牢舎 にこめる、 寸前のと 

ころで 陰謀 は 泡と 消えた。 

この 裏切に 最も 喜んだ の は秀吉 で、 大いに 心 を 打 込 

み、 小 田 原 落城 眼前に ありと ホクソ 笑んで ゐ たので あ 

るが、 案に 相違の 失敗、 心憎い 奴 は 左 馬 助と いふ 小僧 



合せて 語り合 ふの は 始めて V、 温和な 狸と 律義な 策師 

と 暗々 裡に相 許した から、 遠く 関ヶ原へ つ、 V く 妖雲の 

ひとひらが このと き 生れて しまった。 頭から 爪先まで 

弓矢の 金言で 出来て ゐる 大将 だと 如 水 はたった 一 日で 

最大 級に 家 康を買 ひかぶ る。 家康は 四十の 初恋、 如 水 

は四ッ 年少の 弟だった が、 この 道に かけて は 日本一の 

苦労人、 下世話に 言 ふ 十五 六から 色 気づく と は 彼の こ 

と、 律義な 顔 はして ゐ るが、 仇 姿ね たまも 忘れ 難し、 

思 ふ はた y 一 人の 人、 まさしく この 恋人 はかけ がへの 

ない 天下た y 一人、 いは、 V 恋仇 同志で あるが、 仕方が 

なければ 百万 石で 間に合せ ると いふ 手 も あるし、 恋仇 



この 大勢の 赴く 前で は 水の 泡に 異ならぬ。 しかも 天下 

と 1 つと. -っ 

の 大勢 は 益々 滔々 たる 大流 となって 秀 吉の統 一 を のぞ 

む 形勢 にある の だから、 この 大 流に 逆 ふこと や 最も 愚。 

秀吉の 内意 は 和平 降伏の 賞与と して、 武蔵、 相模、 伊 

豆 三国 を 存続せ しめる とい ふの だから、 和議に 応じ、 

祖先の 祭祀 を 絶さぬ 分別が 大切で ある。 和平 条約の 実 

行に ついては、 万 違背の ない こと、 自分が 神明に 誓 ふ 

から、 と 言って、 懇々 説いた。 

如 水の 熱弁 真情 あふれ、 和談の 使者の 口上 を 遠く 外 

れて惻 々たる ものが あるから、 かねて 和平の 心が 動い 

て ゐた氏 政 は 思 はず M 子晴に ホロ リ とした。 そこで 日光 



あずま かがみ 

一 文字の 銘刀と 東 鑑 一 部 を 贈って 厚く 労 をね ぎら ひ、 

その 日 は 即答 を さけて、 如 水 を 帰した。 この 報告 をう 

けた 秀吉は 大いに 喜び、 如 水の 言 ふま ゝに、 武蔵、 相 

模、 伊豆 三国の 領有 を 許す 旨 を 誓紙に 書いて 直 判を捺 

した。 

如 水 は 之 を たづ さへ て 小 田 原 城 中に とって 返し、 重 

ねて 氏 政 を 説く。 氏 政の 心 も 定まって、 家臣 一同の 助 

命 を 乞 ふ、 いは > 無条件降伏 である。 和談は 成立、 如 

ほととぎす 

水の 労を徳 として、 氏 直から は 時鳥の 琵琶と いふ 宝 

物な どが 届けられ たが、 一族 率ゐて 軍門に 降った のが 

七月 六日であった。 



ところが、 降伏に 先立って、 松 田 憲秀を ひきだして、 

首 を はねた。 之 は 一 応 尤もな 人情。 裏切り を 憎む は 兵 

家の 常道で、 落城、 城 を 枕に、 とい ふ 時には、 押 込み 

の 裏切者 を ひきだして 首 を はね、 それから 城に 火 を か 

けて 自刃す る。 けれども、 北条の 場合 は、 城 を 枕に と 

話が 違って、 降伏 開城と いふので ある。 しかも 尚 裏切 

者 を 血 祭に あげる、 人情 まことに 憐む べしで ある けれ 

ども、 いは > 降伏に 対する 不満の 意、 不服従の 表現と 

認められても 仕方がない。 北条 方に は 智者が なく 何事 

につけても カドが とれぬ。 かう いふ ことに 敏感で、 特 

に 根に持つ 秀吉 だから、 関白 を 怖れぬ 不届きな 奴 原、 



いたる 彼の 悲願と なった が、 その 家康 は、 さすがに 器 

量が 大きかった。 

氏 政 は 切腹、 世子 氏 直 は 高 野へ 追放、 この 氏 直 は 家 

康の 娘の 知 耳 だ。 一 家 断絶、 誓約 無視 は 信 長な ど 濫用の 

手で 先例に とぼし からぬ ことで は あるが、 見方に よれ 

ば 、 家康 の 手 を もぎ 爪 を はぐ やり方、 家康 の カンに ひ y 

かぬ 害 はない。 けれども、 家康は 平気であった。 

秀吉が 家康を よびよせて、 北条 断絶、 氏 直 追放の 旨 

を 伝へ、 氏 直 は 貴殿の 知 耳、 まことに お気の毒 だが、 と 

言 ふと、 ィャ ィャ、 殿下、 是非 もない ことで ござる。 

思へば 殿下の 懇 な 招請 三ケ 年、 上洛に 応ぜぬ ばかり 



あつたから、 律儀で 短気で 好戦的な 如 水が 三 奉行に 厭 

味 を 見せる の も 頷け る。 そこで 如 水の ために 弁護して、 

之 は 俺の 大 失敗 だと 言って 笑って すました。 

たか、 V 碁に 打ち 耽って 来客 を 待た したと いふ、 よし 

んば 厭味の 表現に しても、 子供の 喧嘩の やうな たあい 

もない 話で あるから、 自分が 頭を搔 いて 笑って しまへ 

ば それで 済む と 秀吉は 思って ゐた。 

ところが、 さう は 行かぬ。 この 小さな 子供の 喧嘩に 

朝鮮 遠征 それ 自体の 大きな 矛盾が 凝縮され てゐ たので 

あつたが、 秀吉は 之に 気付かぬ。 秀吉は その 死に 至る 

ま で 朝鮮 遠征 の 矛盾 悲劇に 就て その 真相 の 片鱗 すら 知 



ら なかった ので あるから、 この 囲碁 事件 を 単なる 頑固 

者と 才子との 性格 的な 摩擦 だぐ らゐ に、 軽く 考へ てし 

かゐ なかった。 

元来、 如 水が 唐 入 (当時 朝鮮 遠征 を かう 言った。 大 

明 進攻の 意で ある) に 受けた 役目 は軍監 で、 つまり 参 

謀で あるが、 軍 監は如 水 壮年 時代から 一 枚 看板、 けれ 

ども 煙たがられて 隠居す る、 ちゃう ど 之と 入換 リに秀 

吉 帷幕の 実権 を 握り、 東奔西走、 日本 全土 を 睥睨して 

独特の 奇才 を 現 はし はじめてき たのが、 石 田 三 成で あ 

つた。 



如 水 はこと さらに 隠居した が、 なほ 満々 たる 色気 は 

隠すべく もな く、 三 成 づれに 何が できる か、 事務 上の 

小才が あって 多少 儕輩に ぬきんで、 ゐ ると いふ だけの 

こと。 最後 は 俺の 智恵を かりにく るば かりさ、 と 納ま 

つて ゐ たが、 世の中 はさう いふ もので はない。 昨日 ま 

での 青 一 一才が 穴 を塡め 立派に やって 行く もの だ。 さう 

して、 昨日の 老練家 は 今日の 日 は 門外漢と なり、 昨日 

の 青 二 才が 今日 の 老練家 に 変って ゐ るのに 気がつかな 

ヽ o 
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如 水 は 唐 入の 軍監 となり、 久方振りの 表 役、 秀吉の 

名代、 総 参謀長の つもりで、 軍略 は みんな 俺に 相談し 



る 物が 飛び 来って 味方が バタ/ \ と 倒れて 行く。 魔法 

使 を 相手 どって 戦争して ゐる 有様で あるから、 魂魄 消 

え 去り 為す 術 を 失 ひ、 日本軍が 竹の 梯子 をよ ぢ 登って 

足 もとへ 首 を だすのに 茫然と 見 まもって ゐる。 之で は 

戦争に ならない。 京 城まで 一気に 攻め こんで しまった。 

そこへ 明の 援軍が やって きた。 明 は 西欧との 通交 も 

頻繁で、 もとより 鉄砲 も 整備して ゐ るから 朝鮮 を 相手 

の やうに は 行かぬ。 

如 水 は 明 軍 を侮リ がたい 強敵と 見た から、 京 城 を 拠 

点に 要所に 城 を 築いて 迎へ 撃つ 要塞 戦法 を 主張、 全軍 

に 信頼 を 得て ゐる 長老 小 早 川 隆景が 之に 最も 同意して、 



軍議 は 一 決の 如く 思 はれた のに、 突然 小 西 行 長が 立つ 

て、 一 挙大明 進攻 を 主張し、 単独 前進 を 宣言して 譲ら 

ないから、 軍議 は滅 茶々々 になって しまった。 結局 行 

長 は 単独 前進す る、 果して 明 軍 は 数 も 多く 武器 も ある 

から、 大敗 北 を 蒙リ、 全軍に 統一 ある 軍略 を 失って ゐ 

る 日本軍、 一角が 崩れる とた あい もな く バタ/^ と 敗 

退して、 甚大の 難 戦に 落ち こんで しまった。 

如 水 は 立腹、 それみ たこと かと ふてくされた。 病気 

を 理由に 帰国 を 願 ひで る。 帰朝して 遠征 軍の 不統一 を 

上申し、 各人 功 を 争 ひ、 自分勝手の 戦争に ふけって 統 

一がない の だから、 整備した 大敵 を 相手に すると 全く 



夜更けに 御大 儀、 鼠 泣かせの 話ぢ や。 御存知な しと あ 

らば、 遠征 軍の 醜状い さ、 かお 洩し 申さう か。 彼ら は 

兵士に あらず、 ぬすびと、 匪賊で ござる。 日本軍の 過 

ぐると ころ、 残虐き はまり、 韓民 悉く 恐怖して 山中に 

逃避し 去り、 占領地 域に 徴発すべき 物資な く、 使役す 

べき 人夫な く、 満目た y 見る 荒 蕪の 地、 何の 用に も 立 

ち 申さぬ。 のみならず 諸 将功を 争 ふて 抜け 蚯 けの 戦果 

を あさ リ、 清 正の 定めた 法令 は 行 長 之 を 破り、 行 長の 

定めた 法令 は 清 正 之 を 妨げる。 総大将の 浮 田 殿、 無能 

無策の 大 ドング リ、 手 を 拱いで ござる はま だし も、 口 

を 開けば、 事毎に 之 失敗の もとへ で ござる よ。 この 将 



付く。 囲碁 事件の 起った の は、 この 時の ことであった。 

ちゃう ど、 このと き、 前線で は 和議が 起って ゐた。 

秀吉を 封 じて 大明 国王に するとい ふ、 こんな 身勝手な 

条約に 明 軍が 同意 を 示す 箬は 有り得な いの だから、 諸 

将は 誰あって 和議 成立 を まともに 相手に して は をらぬ。 

如 水 は 特別 好戦的な 男 だから 和談 派の 軟弱 才子 を 憎む 

や 切、 和 談を嫌 ふが 故に、 好戦的で すらあった。 

朝鮮 遠征の 計画が すゝ めら れてゐ ると き、 石 田 三 成 

は 島 左 近 を 淀 君の もとに 遣して、 淀 君の 力に よって こ 

の 外征 を 思 ひと y まる やう 説得 方 を 願 はせ た。 小 田 原 

征伐が 終り 奥州 も 帰順して、 ともかく 六十余州 平定、 



応仁 以降う ち つ ^ く 戦乱に やう やく 終止符ら しきもの 

が 打 たれた ばかり。 万民が 秀吉の 偉業 を 謳歌す るの は 

彼に よって 安穏 和楽 を 信ずる からで、 然る 時に、 息つ 

く まもなく 海外 遠征、 壮 I は 使丁に とられ、 糧食 は徴 

発、 海辺の 村々 は 船の 製造、 再び 諸国 は 疲弊して、 豊 

臣の名 は 万民 怨嗟の 的と なる。 明 を 征服し たれば とて、 

日本の 諸侯 を こゝに 移して 永住 統治せ しめる こと は不 

可能で、 遠征の 結果が 単に 国内の 疲弊に と、 V まリ 実質 

的に はさら に 利得の 薄い こと を 三 成 は 憂へ たから、 淀 

君の 力に よって 思 ひと y まらせ たいと 計った。 

とはいへ、 三 成 は 周到な 男で あるから、 一方 遠征に 



三 成 は 如 水 隠退の あと を 受けて 秀吉の 帷幕 随一 の 策 

師 となった 男で あるから、 尚満々 たる 血気 横溢の 如 水 

にと つて、 彼の 成功 は 何よりも 虫 を 騒がせる。 三 成 は 

理知 抜群の 才子で あるが、 一 面 甚だ 傲岸 不屈、 自恃の 

念が 逞しい。 如 水の 遺 流の 如き はもと より 眼中に なく、 

独特の 我流に よって 奇才 を 発揮して ゐる。 人 づきの 悪 

い 男で、 態度が 不遜で あるから、 如 水 は 特別 不快で あ 

リ、 三 成の 名 をき いた >け でも 心中す でに 平で ない。 

その 才幹 を 一 応 納得 せざるを得ない だけ 憎しみと 蔑み 

は 骨髄に 徹して ゐた。 たまく 淀 君の 裾に 鎚 つて 外征 

阻止 を はかった ときいた から、 如 水の 軽蔑 は 激発して、 



つて、 兼々 うまく 秀吉の 機嫌 をと りむす び、 よから う、 

日本が 平定す ると 唐 入 だから 怠らず 用意して おけ、 そ 

の 方と 清 正 両名が 先陣 だ、 かう 言って、 清 正と 二人、 

肥 後 を 半分 づゝ 分けて 領地に 貰 ひ、 その 時から 唐 入の 

先陣 は 行 長と 清 正、 手 害 はちゃん とき まって ゐた。 

秀吉の 計画 は 唐 入、 即ち 明 征伐で、 朝鮮な ど は 問題 

にして をらぬ。 朝鮮 づれは 元々 日本の 領地であった 所 

であり、 宗の掛 合 だけで た > の 一 睨み、 帰順 朝貢す る 

もの だと 思って ゐる。 そこで 朝鮮 を 道案内に 立て 明征 

伐の 大軍を 送る、 之が 秀吉 のきめ て か、 つた プラン、 

宗義智 に 命じて 掛合 はせ たと ころも 帰順 朝貢、 仮 道 入 



しない。 五ケ 月間、 京都に 待たせて おいた。 

小 田 原 遂に 落城、 秀吉は 機嫌よ く帰洛 する、 途中 駿 

府 まで 来たと き、 小 西 行 長が 蚯 けつけ てきて 拝謁し、 

改めて 朝鮮 使節の 来朝に 就て 報告す る。 秀吉は 満足し 

て、 アツ ハツ ハ、 あっさり 帰順 朝貢し をった か、 さも 

あらう、 それに 相違 あるまい な、 と 念 を 押した が、 頭 

からき めて か、 つて 疑 ふ 様子がない の だから、 行 長 は 

圧倒され て、 否定 どころ か、 多少の 修正 を ほどこす だ 

けの 勇気 もない。 そこで 秀吉 がた ゝ みかけて、 然 らば 

唐 入の 道案内 も 致す であらうな、 と 問 ひた- V すと、 そ 

れ はもう、 殿下の 御 命令に 背く 害 は ございませぬ、 か 



けた けれども、 酒宴が 始まる と、 もう、 ダ ラシがない。 

朝鮮 音楽の 奏楽が 始まる と、 鶴 松 (当時 二 歳) を だい 

て 現れて、 之 を あやしながら 縁側 を 行ったり来たり、 

コレく 泣くな、 ホレ、 朝鮮の 音楽 ぢゃ、 と 余念が な 

い。 すると 鶴 松が 小便 を たれた。 秀吉 アツと 気付いて、 

ャァ 小便 だく。 時なら ぬ 猿猴の 叫び声。 「容貌 矮陋、 

面色 黎黒」 下賤 無礼、 話の 外の 無頼漢 だ、 と 朝鮮 使節 

は プンく 怒って 帰国の 途に つ いた。 

さう と は 知らぬ 秀吉、 名 護屋に 本営 を 築城して、 大 

明 遠征に とり かゝ る。 行 長と 義智は 困惑した。 遠征 軍 

が 平和 進駐の つもりで 釜 山に 上陸す ると、 忽ち カラク 



必死であった。 釜 山に 上陸、 直ちに 交渉 を 開始して、 

清 正の 軍勢 は 目と 鼻の 先の 島まで 来て ゐ るし、 後 詰の 

大軍 はすで に 対 馬に 勢 揃 ひ を 完了して ゐる。 十数 万の 

精鋭で あるから、 今、 太閤 を 怒らせる と、 朝鮮 はても 

なく 足下に 蹂躪され るの が 運命で ある。 かくなる 以上 

は 遠征の 道案内に 立つ 方が 身の 為 だ、 と 言って、 彼ら 

も 死物 狂 ひ、 なかば 脅迫の 言辞 を 弄して 迫った けれど 

も、 朝鮮の 態度 は 傲慢で、 下賤の 猿 面 郎が大 明 遠征な 

ど、 は 蜂が 亀の甲 を 刺す やうな もの だ、 とい ふ 頭から 

軽蔑し き つ た 文書に よ つて 返答して きた 始末であった。 

る じ 

宗義智 は y J の 数年間 屢次 にわ たって 朝鮮 側と 屈辱的 



な 折衝 を 重ね、 太閤の 意志と うらはらな 返 翰 を 得て、 

之 を 中途で 握りつぶして ゐ たので あるから、 露顕の 恐 

怖に 血迷った。 行 長と 打合せる 余裕す らも 失 ひ、 単独 

鄭揆に 交渉した が、 軽蔑し きって 返事 も くれぬ。 義智 

はすで に 逆上した。 進め、 殺せ、 狂乱 叱咤、 釜 山城へ 

殺到して、 占領す る。 然し、 血の 悪夢から さめた 時に 

は、 単なる 一 小 城の 蹂躪と 殺戮が 自分 を 救 ふ 何の 役に 

も 立たない こと を 見出した ばかりであった。 彼 は 絶望 

を 抑へ るた めに 亢奮し、 ゴ ロゴ 口した 屍体の 中 を 歩き 

廻って 血 刀 を ふりあげながら 絶えず 号令 を 叫んで ゐた _ 

東 萊の府 使へ 急使 を 派して、 仮 道 入 明に 応じなければ 



釜 山 同様 即刻 武力 を もって 蹂躪す ると 脅迫した が、 使 

者の もたらした 返事 は 簡単な 拒絶の 数 言に すぎな か つ 

た。 義智は その 言葉が よく 聞き とれなかった やうな 変 

な 顔で ボン ャリ して ゐ たが、 みんな 殺す の だと 眩いた。 

急に 名状し 難い 勢 ひで 崩れた 塀の 上へ 龃け 上る と 進軍 

の 命令 を 下して ゐた。 殺到して 東 萊城を 占領す る。 

つ、 V いて、 水 営。 つ、 y いて、 梁 山。 義智の 絶望と 混乱 

のうちに 飛火の やうに 血煙が たち、 戦争 はまった く 偶 

発して しまったの である。 

かく なれば、 是非 もない。 道 は 一 つ。 行 長 は 決意し 

た。 他の 誰よりも 真ッ 先に 京 城に 乗 込み、 朝鮮 王と 直 



この 報告に は 一 番 乗と は 書き 得ない ので、 た y 今 入城、 

と 書いて おいた が、 一番 早く 入城の 報告 を 行 ふこと に 

よって 太閤に 一番 乗 を 思 ひこ ませる ためであった。 清 

正 は 行 長に だしぬかれた 怒りと 一 番 乗が 最大 関心の 大 

事で あつたが、 行 長 は 一番 乗の 報告な どに かけ づらっ 

て は ゐられ なかった。 

京 城に 到着、 行 長 は 直に 密使 を 朝鮮 軍の 本営に 送つ 

て、 仮 道 入 明、 否々々、 彼 は 太閤の 訓令 も 待たず、 直 

に 明との 和平交渉 にと りか、 つた。 即ち、 明との 和平 

を 斡旋せ よ、 単刀直入、 朝鮮 軍に きりだした。 彼 は 破 

れ かぶれであった。 毒 食 は y 皿まで、 彼 はもう 弥縫の 



個の 独立 行動の 宣言に すぎない のだった。 諸氏、 明 軍 

かく 

来る ときいて 憶したり や、 行 長の 調子 は 此の 如き もの 

だった。 源平の 昔から 勝 機 は 常に 先制攻撃の たまもの、 

之が 戦争の 唯一 の 鍵と いふ もの だ。 自分の 兵法に 守勢 

はない、 よって 自分 は 即刻 平壌に 向って 前進 出撃す る 

が、 否、 平壌の みに と y まらぬ。 独力 鴨 緑 江 を 越えて 

明 国の 首府に 攻め入る こと も 辞さぬ であらう。 傲然と 

して、 四囲の 諸将を 睥睨した。 

然り。 行 長 は 平壌まで 前進し なければ ならない の だ。 

他の 誰よりも 先頭に 立たねば ならぬ 必要が あるからで 

ある。 朝鮮が 和平 斡旋 を 拒絶した から、 道 は 一 つ、 全 



まふ。 自力で 立てない 朝鮮 軍 は 明の 兵力 を 過信して 安 

心しき つて ゐる けれども、 自分の 力量の 限界に 目安の 

ついて ゐる明 国で は、 日本軍の 意想外な 進出ぶ リに少 

からず 狼狽した。 属領の 如くに 見て ゐる 日本と 争 ひ 苦 

戦して ともかく 追 払っても 元々 だ。 否、 苦戦した、 V け 

損 だとい ふ 勘定が 分って ゐる。 莫大な 戦費 を 浪費して 

遊ぶ 金に 事欠 い て は 無意味 だ と い ふ 計算 は 行 届 いて ゐ 

るから、 和談で ケリが つくなら 戦争な ど はやらぬ がよ 

い。 日本の 軍隊が 強いの は 一時的な 現象 だから、 いづ 

れ 日本 も 落 目に ならう、 そのと き 叩きつ ければ よい。 

敵勢が 勢 ひに 乗る とき は 下手から 誤魔化す に 限る、 と 



屋 のうち を さらけだして 談判に か、 つてき た。 外交に 

異例の 尻 まくりの 戦術、 否、 戦術です らもない、 全く 

殺気 を こめ、 眼 は 陰々 とす はって 一点 を 動かず とい ふ 

しに もの 

身 構へ で、 死者ぐ る ひに か、 つてく る。 

沈 惟敬 は 筋の 正しい 国政な どゝは 縁の ない 市井の 怪 

物、 元来が ギャングの 親方で あるから、 人生の 裏道で 

陰謀に 半生の 命 を はりつ、 V けて 生きて きた この 道の 大 

先輩、 行 長の 覚悟、 尻 まくり 戦術 は 自らの ふるさとで、 

話 を すれば、 行 長の 決意 裏 も 表 もよ く 分る。 この 男 は 

すべて を さらけだして、 全く 命 を はって ゐ るの だと 見 

極め をつ けた。 談判 破裂と なれば 死者ぐ る ひで 襲 ひ 



媾和な ど、 は 余計な こと だと、 そこで 李 如 松 は 平壌 

の 行 長 へ 使者 をた てゝ 沈 惟敬が 和議 を 結びに きたから 

と 誘 ひだ させて、 突然 之 を 包囲した。 日本軍 は 大敗 北、 

行 長 はからく も 脱出、 散々 の 総崩れで ある。 

けれども 日本 は応仁 以降 打ちつ > く 戦乱、 いづれ も 

歴戦の 精兵 だから、 立直る と、 一筋 網で は 始末の つか 

ぬ 曲者で ある。 図に 乗った 明 軍 も 碧 蹄 館で 大敗 を 喫し、 

両軍 相 対峙して 戦局 は 停頓す る。 李 如 松 も 日本軍 侮リ 

難しと 悟った から、 和談の 交渉 は 本格的と なり、 惟敬 

の 再 登場、 公然たる 交渉が 行 はれ 始めた。 

日本に は 有 勢な 海軍がなかった。 応仁 以降の 戦乱 は 



して ゐる こと も 貿易 復活の 一 点に 相違ない の だから 之 

さ へ シッ カリ 握って をけば あとの 条件な ど はどうなら 

うと 構 はない、 実際問題 として 之が 日本の 最大の 実利 

なの だ。 あとの こと は あなたと 私が 途中で ごまかして 

シッポ がで たら、 私 も 命 はすて る、 地獄まで あなたに 

つきあ ふよ、 と 言って、 行 長 を 励ました。 

そこで 内 藤 如 安 (小 西の 一 族で 狂信的な 耶蘇 教徒 だ) 

を 媾和 使節と して 北京に 送る、 明 国から は 更に 条件 を 

だして 貿易 を 復活す るに 就て は、 足 利 義満の 前例の や 

うに、 明 王の 名に よって 秀吉を 日本 国王に 封ず る、 そ 

さく ほう 

れに 就て は秀吉 から 明へ 朝貢して 冊 封 を 請願して 許可 



始まりだった。 

鶴 松 (当時 三才) が 死ぬ。 秀吉は 気絶し、 食事 は 喉 

を 通らず、 茶碗の 上へ 泣き伏して 顔 中飯 粒 だらけ、 汁 

や 佳肴 を かきわけて 泳ぐ やうに 泣き 仆れ てゐ る。 その 

もと どリ 

翌日の 通夜の 席で は 狂へ る 如くに 髻 を 切って 霊前へ 

さ、 げた。 すると 秀吉 につ y いて 焼香に 立った のが 家 

康で、 おもむろに 小 束 をぬ き 大きな 手で 頭 をかゝ へて 

髻をヂ ョ リヂ ョ リ糞落 付きに 霊前 へ ならべ る。 目 を 見 

合せた 満座の 公卿 諸侯、 これより 心中に 覚悟 を かため 

て 焼香に 立ち 頭 を か、 へて ヂ ヨリ ヂ ヨリ やる。 葬儀の 

日に 至って 小悴の 霊前に 日本中の 大名 共の 髻が山 を 築 



くに 至った とい ふ。 秀吉は 息 も 絶え だえ だった。 思 ひ 

だすた び 邸内の 諸方に 於て ギヤ ァと 一 声 泣き ふして 悶 

絶す る、 たまり かねて 有 馬の 温泉へ 保養に 行った が、 

居る こと 三 週間、 帰京す る、 即日 朝鮮 遠征の ふれ を だ 

した。 悲しみの 余リ 気が 違って 朝鮮 征伐 を 始めた とい 

ふ 当時 一 般の 取沙汰であった。 

捨松 (後の 秀頼) が 生れた。 彼のもう ろく はこの 時 

から 凡愚 をめ ざして 急速 度の 落下 を 始める。 秀吉 はす 

でに 子供の 愛に 盲 ひた 疑リ 深い 執念の 老爺に すぎな か 

つた。 秀 頼の 未来の 幸 を 思 ふたび に 人の 心が 信用され 

ず、 不安と 猜疑の 虫に 憑かれた 老いぼれだった。 生れ 



たばかりの 秀 頼を秀 次の 娘 (これ も 生れた ばかり) に 

め あはせ る 約束 を 結んだ のも秀 次の 関白 を 穏便に 秀頼 

に 譲らせた い 苦心の 果 だが、 秀吉の 猜疑と 不安 は 無限 

の 憎悪に 変形し、 秀次を 殺し、 三十 余 名の 妻妾 子供の 

首 を はねる。 息つ くひ まもなかった。 秀次を 殺して み 

れば、 秀次 などの 比較に ならぬ 大きな 敵が ゐる ではな 

いか。 家康 だった。 秀吉は 貫禄に 就て 考 へる。 自分 自 

身の 天下の 貫禄に 就て 考へ 貫禄 は その 自体に 存す るよ 

リも、 時代の 流行の 中に 存し、 一 つ 一 つ は 虫 けらの 如 

くにし か 思はなかった 民衆た ちの その 虫 けらの やうな 

無批判の 信仰 故にく ずれ もせずに 支持され てきた 砂の 



くら も 違 はぬ くら ゐ 逞しかった。 けれども 砂粒 は 同時 

に 底な しに 従順 暗愚 無批判で あり、 秀吉が そ の 頂点 に 

ある 限り、 家康は 一 分 一 厘の 位の 低 さ を どうす る こと 

もで きない。 秀吉は 家 康を憫 笑す る。 ともかく 生きて 

ゐ なければ。 家康 よりも、 一 日 も 長く。 長生き だけが、 

秀吉の 勝ちうる 手段であった。 家康 に対して も、 又、 

砂粒に 対しても。 死と 砂粒 は 唯一 の 宇宙の 実在で あり、 

ともかく 生きる ことによって、 秀吉は それ を 制し 得、 

そして 家 康の道 を は > み 得る だけだった。 

けれども 秀吉は 病み 衰 へた。 食慾な く、 肉 は 乾き、 

皮 はち、 V み、 骨 は 痩せ、 気力 は 枯れて 病床に 伏し、 鬱々 



が 好きな だけ だ。 正義め く 理窟が あれば 気持が 良い と 

いふ だけで、 つまらぬ 領地 問題 だの 子分の 頼み だの 引 

受けて 屁 理窟 を 看板に 切った 張った 何十 年 あき もせず 

信玄 相手の 田舎 戦争に 憂身 を やつして ゐる。 義理 人情 

の 長 脇差、 いは y 越後 高 田 城 持ちの バ クチ 打ちに すぎ 

ない ので、 信玄を 好敵手と みて、 大いに 見込んで、 塩 

を くれたり、 そしてた V 戦争 をた のしんで ゐる。 信玄 

に は 天下と いふ 目当てが あった。 彼 は 田舎 戦争な どや 

リ たくない が、 謙 信と いふ 長 脇差 は 思 ひつめ た 戦争 遊 

びに 全身 打ち こみ、 執念深く、 おまけに 無性に 戦争が 

巧い。 どうに も 軽く あしら ふとい ふわけ に は 行かず、 



彼 の 思考 も 行動 も 日 々夜々 ただ 混乱 を 極め てゐ た。 

秀吉が 死ぬ。 遺骸 は 即日 阿弥陀 峯へ 密葬し て 喪の 発 

表 は 当分 見合せ とかたく 言 ひ 渡した 三 成、 特に 浅 野 長 

政と はかって 家 康に魚 をと y けて 何 食 はぬ 顔。 その 翌 

日、 家康 何も 知らず 登城の 行列 をね つてく ると、 道に 

待 受けた の は 三 成の 家老 島 左 近、 実は 登城に 及び 申さ 

ぬ、 太閤 はすで にお かくれ、 三 成より 特に 内々 の 指図 

で ござった、 と 打開け る、 前 田 利 家に も 同様 打開け た。 

家 康は三 成の 好意 を 喜び、 とって 帰す と、 その 翌日 は 

すでに 息子 秀忠 は 京都 を 出発 走る が 如く 江戸に 向 ふ、 

父子 東西に 分れて 天下の 異変に そな へ る家康 例の 神速 



の 巻、 浅 野 長 政 は 家康の 縁者で、 喪 を 告げぬ と は 不埒 

な 奴と 家康 の 怒り を 買 ふ、 だまされ たか 三 成め と 長 政 

は 怒った が、 長 政 を だしぬく などの 量 見 は 三 成に はな 

い。 彼 はた y 必死であった。 自信 もなければ、 見 透し 

も 計画 もな く、 無策の 中から 一 日 ごとの 体当り。 鍵 は 

か、 つて 家 康と利 家 両名の 動きの 果 にか、 つて ゐるこ 

とが 分る だけ。 その 両名に 秘密 を つげて、 天下の 成 行 

を ひきだす ことと、 その ハンドル を 自分が 握らねば な 

ら ない ことが 分って ゐる だけであった。 

先 づ家康 が 誰よりも 先に 覚悟 をき めた。 家康 はび つ 

くりす ると 忽ち 面色 変り 声が 喉に つかへ て 出なくなる 



て 生死の 覚悟 をき めた。 

彼 はた ゾ、 生死の 覚悟 を かためる ことが 大事で あり、 

その 一 線 を 越した が 最後 鼻唄 まじりで 地獄の 道 をのし 

歩く 頭ぬ けて 太々 しい 男で あ つ た。 

彼 は先づ 誓約 を 無視して 諸 大名と 私婚を はかり、 勢 

力 拡張に のりだす。 あっち こっちの 娘 ども を 駆り集め 

て 養女と し、 これ を 諸侯に め あはせ る 算段で、 如 水の 

息子の 黒 田 長 政の 如き はかね ての 女房 (蜂 須賀 の 娘) 

を 離縁して 家康の 養女 を 貰 ふ とい ふ 御念の 入った 昵懇 

さしがね 

ぶり、 これ も 如 水の 指 金 だ。 もとより 四方に 反撥 は 起 

り、 これ は家康 覚悟の 前。 それ は 直ちに 天下 二分、 大 



彼 はた ゾ家康 の 野望 を 憎む 心に 妙な 空間が ひろがり だ 

して ゐる こと を 知る のであった。 彼 は 穏健 常識の 人で 

あるから 時代と いふ 巨大な 意志から 絶縁され て をらず、 

彼 はい は y たしかに 時代 を 感じて ゐた。 それが 彼に 不 

安 を 与へ、 心に 空間 を 植える のだった が、 友情と いふ 

正義への 愛情に 執着 固定し すぎて ゐ るので、 その 正体 

が 理解で きず、 むしろ 家康と 会見し、 一 思 ひに 剌 違へ 

て 死にたい など、 思 ふの だった。 その 彼 は、 すでに 一 

間の 空間 を 飛び 相手に 迫つ て剌違 へ る 体力す らも 失 つ 

てゐ た。 

家 康は利 家の 小さな 正義 を あはれん だ。 彼 は 利 家 を 



見下して ゐた。 利 家の 会見に 応じ、 刺 違へ て 殺されな 

い あらゆる 用意 をと、 のへて、 懇願 をき、、 慰め、 い 

たはり、 慇憝 であった が、 すでに イノ チを 賭けて ゐる 

家康は 二十の 青年 自体であった。 その 青年の 精神が 傲 

然として 利 家の 愚痴 を 見つめて ゐた。 利 家の 正義 は 愚 

痴 であった。 利 家 は 老い、 考へ 深く、 平和 を 祈り、 そ 

してた、 V それだけの 愚痴の 虫に すぎなかった。 

その 答礼に 利 家の 屋敷 を 訪れた 家康 は、 その 夜 三 成 

一派から 宿所 を 襲撃され ると ころで あつたが、 万善の 

用意 は 家康の 本領、 はった イノ チを 最後の 瀬戸際まで 

粗末に 扱 ふ 男で はない。 身辺の 護衛 はもと より、 ハダ 



日 も 尚 浅い のに 私事からの 争 ひな ど、 は 如何な ものと 

渋面 ひとつ、 あなた 方の 顔 も 立つ やうに はから ふから 

私に まかせなさい、 と 引き とらせた。 そこで 三 成に は 

公職 引退 を 約束 させ 佐 和 山へ 引退させる。 尚 その 道で 

荒 くれ 共が 現れて はと 堀 尾 吉晴、 結 城 秀康の 両名に 軍 

兵つ けて 守らせる。 三 成 を こ、 で 殺して は 身 も 蓋 もな 

い。 た、 V 一 粒の 三 成 を 殺す だけ。 生かして おけば 多く 

の 実 を 結び、 天下 二分の 争 ひとなり、 厭で も 天下が ふ 

ところに ころがりこもうと いふ 算段 だ。 家康は 一 晚じ 

つく リ考 へた。 同じ 思 ひの 本 多 正 信が 一 粒の 三 成 もし 

死なず ばと いふ 金言 を 家康に 内申し ようと 思 ひたち、 



敵 を 怖れる 必要が なくなり、 そして、 彼 も 亦 己れ のィ 

ノチを 賭けて ゐた。 

直 江山 城と いふ 楽天的な 戦争 マ ニヤが 時節 到来 を 嗅 

ぎ 当てた の はこの 時であった。 彼 は 三 成に 密使 を 送り、 

東西 呼応して 挙兵の 手 害 をさゝ やく。 誰 は、 V からず 会 

津 周辺に 土木 を 起し、 旧領 越後の 浪人 ども をた きつけ 

て 一 揆を 起させ 戦争 火つ けにと りか ゝ つたが、 家康き 

たれと 勇みた つて 喜んで ゐる。 

けれども 三 成 は 直 江山 城の 如く 楽天的で はあり 得な 

かった。 彼 は 死んで はならなかった。 是が非でも 勝た 

ねばならぬ。 彼 は 味方が 必要だった。 利 家に 代る 口 



ボットの 総大将に 毛 利 を 口説き、 吉川、 小 早 川、 宇喜 

多、 大谷、 島津、 ゆかり あっての 口説で あるが その 向 

背 は 最後の 時まで 分り かねる 曲芸。 その 条件 は 家康と 

て も 同じ こと、 のるかそるか、 千番に 一 番 のかね あ ひ _ 

三 成 は 常に 家康の 大きな 性格 を 感じて ゐた。 その 性格 

は 戦争と いふ 曲芸師の 第一 等の 条件であった。 自ら 人 

望が 集る とい ふ 通俗的な 型で、 自ら 利用 せられる こと 

によって 利用して ゐる 長者の 風格であった。 三 成 は そ 

れに 対比す る 自分自身の 影に、 孤独、 自我、 そして 自 

立 を 読み だして ゐる、 孤独と 自我と 自立に は 常に 純粋 

きょうじ 

とい ふォ マジ ナヒの やうな 矜恃 がっき まと ふこと、 陋 



巷に 孤高 を 持す 芸術家と 異る ところはなかった が、 三 

成 は 己れ を 屈して 衆に 媚びる 必要 もあった ので、 彼 は 

家康の 通俗の 型に 敗北 を 感じて ゐた。 その 通俗の 魂 を 

軽蔑し、 それ を とりまく 凡 くら 諸侯の 軽薄な 人気 を あ 

はれんだ が、 通俗の もつ 現世 的な 生活力の 逞し さに 圧 

迫され、 孤高 だ の 純粋 だ の 才能な どの 現世 的な 無力 さ 

に 自ら 絶望 を 深めずに ゐられ なかった。 

三 成に は 皆目 自らの 迪る行 先が 分らなかった。 彼 は 

た、 V 行 ふこと によって 発見し、 体当りに よって 新たな 

通路が ひらかれて ゐた。 それ は 自ら 純粋な、 そして 至 

高の 芸術家の 道で あつたが、 彼 は その 道 を 余儀なく せ 



られ、 そして 目算の 立ち 得ぬ 苦悩が あった。 家 康には 

目算が あった。 その 小説の 最後の 行に 至る まで 構想が 

ねられ、 修正 を 加へ たり、 数 行 を 加へ てみ たり 減らし 

てみ たり 愉しんで 書きつ、 V ければ よかった の だ。 家康 

は 通俗小説に イノ チを 賭けて ゐ たので ある。 三 成の 苦 

心 孤高の 芸術 性 は 家康の その 太々 しい 通俗 性に 敗北 を 

感じつ、 V けて ゐ たの だ。 

直 江山 城 は 無邪気で、 そして 痛快だった。 彼 は 楽天 

的な エゴイストで、 時代 や 流行から 超然と した 耽溺 派 

であった。 この 男 は 時代 や 流行に 投じる 媚 がなかった 

が、 時代の 流れから 投影され る 理想 もなかった。 彼 は 



如 水 雌伏 二十 数年、 乗り だす 時が きた。 如 水 自ら か 

く 観じ、 青春の 如く 亢奮す らもした ので あつたが、 時 

代 は 彼 を 残して と つくに 通りす ぎて ゐる， J と を 悟らな 

いの だ。 

家 康も三 成 も 山城 も 彼等の 真実の 魂 は 孤立し、 死の 

崖に 立ち、 そして 彼等 は 各々 の 流義で 大きな ロマンの 

波の 上 を 流れて ゐ たが、 その 心の 崖、 それ は 最悪 絶対 

の 孤独 をみ つめ 命 を 賭けた 断崖であった。 この 涯は何 

物 を も 頼らず 何物と も 妥協し ない 詩人の 魂で あり、 陋 

巷に 窮死す るまで ひとり 我 唄 を 唄 ふ あの 純粋な 魂で あ 

つた。 



如 水に は 心の 崖が すでになかった。 彼 も 昔 は 詩人で 

あった。 年歯 二十 余、 義理と 野心 を 一身に 負 ひ 死 を 賭 

けて 単身 小 寺の 城 中に 乗り こんだ 如 水ではなかった か。 

そして 土牢に こめられ 執拗なる 皮膚病と チン バを みや 

げに 生きて 返った 彼で はない か。 その 皮膚病と チン バ 

は 今 も 彼の 身に その 青春の 日の 栄光 をき ざみ 残して ゐ 

るので あるが、 彼の 心 は 昔日の 殻 を 負 ふて ゐる だけ だ。 

彼 は 二十の 若者の 如き 情熱 亢奮 を もって 我が 時 は 来 

れリと 乗り だした が、 彼の 心に 崖 はなく、 絶対の 孤独 

をみ つめて イノ チを 賭ける 詩人の 魂はなかった。 彼 は 

た、 V 時代に 稀な 達見と 分別に より、 家康の 天下 を 見ぬ 



この 日に 至って 頂点に 達した 秘められた 友愛。 彼 は そ 

れを 最も 親身に、 又、 義理 厚く 表現した が、 その 友愛 

はた y 自我 自ら を 愛する 影に すぎな いこと を 家 康は見 

ぬいて ゐた。 如 水の 全身 はた、 V 我執 だけ。 それ を秀吉 

に 圧しつ ぶされ て、 その はけ 口が 家康に 投じられて ゐ 

る だけの こと。 友愛 は 野心と 策略の 階段に すぎない の 

だ。 

だが、 如 水 はた、 V もう 友愛の 深みに 自ら を 投げ こん 

で、 悪女の 深情けと はこの こと、 日夜の 献策 忠言、 頼 

まれ もせぬ に 長 政 を 護衛に つけたり、 家 康の伏 見の 上 

屋敷 は 石 田 長 束 増 田ら の 邸宅に 近く 不意の 襲撃 を 受け 



石 見、 稲葉 佐 渡 両名 も 同意し、 秀 秋が 馬 関 海峡 を 渡る 

に 先立ちす でに 関ヶ原の 運命 は 定まった もので、 如 水 

は 直ちに 家人 神吉清 兵衛を 関東 へ 走らせて 金吾秀 秋の 

内通 を 報告 させた。 如 水 黒幕の 暗躍に より 関ヶ原の 大 

事 は ほ、 V 決した の だが、 これ は 後日の 話。 

さて 三 成 は 佐 和 山へ 引退す る。 大乱 これより 起る ベ 

し。 如 水 は 忽ち かく 観じて、 長 政に 全軍 を さ づけ、 大 

事 起ら ば ためらう ことなく 家 康に附 して 存分の 働き を 

怠るな と 言 ひ 含め、 お膳 立 はでき たと 九州 中 津へ引 上 

げる。 けれども 秘密の 早 船 を 仕立て、 大坂、 備 後辆、 

すおう かみ せき 

周 防 上の 関の 三ケ 所に 備へを 設け、 京 坂の 風雲 は 三日 



の 後に 如 水の 耳に と y く 仕組み。 用意 はでき た。 かく 

て 彼 は 中津に 於て、 碁 を 打ち、 茶 をた て、 歌 をよ み、 

悠々 大乱 起る の 日 を 待って ゐる。 

二 

そのと き 如 水 は 城下の 商人 伊予 屋弥 右衛門の 家へ 遊 

びに でかけ 御馳走に なって ゐた。 そこへ 大坂 留守居 栗 

山四郎 右衛門からの 密使 野 間 源 兵 衛が龃 けつけ て 封書 

を 手渡す。 三 成、 行 長、 恵 瓊の三 名主 謀して 毛 利 浮 田 

島 津らを 語ら ひ家康 討伐の 準備と ゝ のへ る 趣き、 上方 



を 指揮して 家康と 天下分け目の 決戦、 そこまで 言 ひた 

い 如 水で あるが、 言 ひきる 勇気が さすがに ない。 彼の 

当に して ゐ るの は 彼 自らの 力で はなく、 た、 V 天下の ド 

サ クサで、 家康三 成の 乱闘が 百日 あれば と 如 水 は 言つ 

たが、 千日 あれば その 時 は、 とい ふ儍ぃ 一 場の 夢。 然 

し 如 水 は その 悪夢に 骨の 髄 まで 憑かれ、 ぁゝ 三十 年 見 

果てぬ 夢、 見 あきぬ 夢、 た y 他愛 もな く 亢奮して ゐる _ 

領内へ ふれて 十五 六から 隠居の 者に 至る まで、 浪人 

もとよ リ、 町人 百姓 職人 この 一 戦に 手柄 を 立て 名 を 立 

て 家 を 興さん 者 は 集れ、 手柄に 応じ 恩賞 望み次第と あ 

り、 如 水 自ら 庭前へ でゝ 集る 者に 金銀 を 与へ、 一人 一 



月 十五 日、 関ヶ原に 於て、 戦争 はた ゾ 一 日に 片付いて 

ゐた。 百日 間、 如 水 は 叫んだ が、 心中 二百 日 千日 を 欲 

し 祈り 期して ゐた。 た y の 一日と は！ 如 水の 落胆。 

ふところがたな 

然し、 何 食 はぬ 顔。 家 康の懐 刀 藤 堂 高 虎に 書簡 を 

送り、 九州の 三 成 党 を 独力 攻め 亡して みせる から、 攻 

め 亡した ぶん は 自分の 領地に させて くれ、 悴は 家康に 

附し上 国に 働いて ゐ るから、 悴は悴 で 別の 働き、 九州 

は 俺の 働き だから 恩賞 は 別々 によろ しく 取リ なし をた 

のむ、 とい ふ 文面。 

かくて 如 水は筑 前に 攻め こみ、 久留 来、 柳 川 を 降参 

ひゆう が ぶぜん 

させる、 別 勢 は 日向、 豊 前に、 更に 薩 摩に 九州 一 円 平 



定 したの が 十 一 月 十八 日。 

悪夢 三十 年の 余憤、 悪夢く づれて 尚 さめ やらず、 一 

生の みれん を こめて 藤 堂 高 虎に 恩賞 のぞ みの 書面 を 送 

ら ざる を 得なかった 如 水、 日 は 流れ、 立ち かへ る 五十 

の 分別、 彼 は 元々 策と 野心 然し 頭ぬ けて 分別の 男で あ 

つた。 悪夢つ ひにく づる。 春 夢 終れり と 見た 如 水、 

茫々 五十 年、 た ^ 一瞬 ひるが へる 虚しき 最後の 焰。 一 

生の 遺恨 を こめた 一 一ヶ月の 戦 野 も 夢 はめぐ る枯 野の ご 

とく、 今 はた ゾ冷 かに 見る 如 水であった。 

独力 九州の 三 成 党 を 切りした がへ た 如 水 隠居の 意外 

き はまる 大 活躍 は、 人々 に 驚異と 賞讃を まき 起して ゐ 



た。 た、 V それ を 冷 かに 眺める 人 は、 家康 と、 そして 本 

人の 如 水であった。 家 康は長 政に 厚く 恩賞 を 与へ たが、 

如 水に は 一文の 沙汰 もない。 高 虎が いさ ゝか見 かねて、 

如 水の 偉功 抜群、 隠居と は 申せな にがしの 沙汰が あつ 

て はと 上申す ると、 家康ク スリと 笑って、 なに、 あの 

策師 がかへ、 九州の 働きと な、 ふ ッふッ ふ、 誰の ため 

の 働き だとい ふの だへ、 と 眩いた y けであった。 

けれども 家康 にソッ はない。 彼 は 幾夜も 考 へる。 如 

はる はる 

水に 就て、 気 根よ く考 へた。 使者 を遥々 つか はして 如 

水 を 敬々 しく 大 坂に 迎へ、 膝 もと 近く 引き寄せて 九州 

の 勦き を逐 一 きく、 あの 時 は 又 この 時 はと 家康 のき、 



は 愚息に 莫大な 恩賞 をいた y いて をり ますので、 私の 

恩賞な ど、 は ひらに 御 許しに ぁづ かりたい、 とコ チコ 

チ になって 拝辞す る。 秀忠 がその 淡泊に 驚いて、 あ、 

漢の張 良と はこの 人の ことよと 嘆声 を もらして 群臣に 

お し 

訓 へたと いふが、 それが 徳 川の 如 水に 与へ た 奇妙な 恩 

賞であった。 如 水 は家康 めに してやられた わい とかね 

て 覚悟の 上の こと、 バ クチが 外れた とき は 仕方がない 

さ、 と うそぶいて ゐる。 応仁 以降う ちつ > いた 天下の 

どさくさ は 終った、 俺ので る 幕 はすんだ とい ふ 如 水の 

胸 は 淡泊に はれて ゐた。 どさくさ はすんだ。 どさくさ 

と共に その 一 生 も すんだ とい ふ 茶番の やうな 儍さを 彼 
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